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＝宇治田原小学校 運動会＝
みんな元気いっぱい
コロナに負けずがんばろう

＝宇治田原小学校 運動会＝
みんな元気いっぱい
コロナに負けずがんばろう

令和元年度の施策を検証（決算特集） 2p~6p
　　新型コロナ・地方税財源の確保意見書提出 9p
　　町政 ズバリ聞く（一般質問） 11p~20p
　　インタビュー（中辻政隆さん） 21p

令和元年度の施策を検証（決算特集） 2p~6p
　　新型コロナ・地方税財源の確保意見書提出 9p
　　町政 ズバリ聞く（一般質問） 11p~20p
　　インタビュー（中辻政隆さん） 21p
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定 

例 

会

定 

例 

会

各会計の決算一覧 （千円以下切捨て）

（千円以下切捨て）

会計名 歳入 歳出 歳入歳出差引額
一般会計 68億 2,398 万円 67 億 7,526 万円 4,871 万円

特
別
会
計

国民健康保険 10億 9,091 万円 10 億 7,883 万円 1,207 万円

後期高齢者医療 1億 2,069 万円 1億 1,904 万円 164 万円

介護
保険

保険事業勘定 7億 8,171 万円 7億 4,689 万円 3,482 万円

介護サービス 688 万円 415 万円 273 万円

水道事業会計
（税込み）

収益的 2億 8,119 万円 2億 4,959 万円 3,160 万円

資本的 7,316 万円 1億 3,834 万円 △ 6,518 万円

下水道事業会計
（税込み）

収益的 5億 5,366 万円 5億 4,159 万円 1,207 万円

資本的 2億 7,449 万円 4億 2,421 万円 △ 1億 4,972 万円

令
和
２
年
度
第
3
回
定
例
会
は
、
9
月
７
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
開
催
し
た
。
予
算
関
係
４
件
︵
補
正
予
算
︶、

条
例
関
係
3
件
︵
制
定
１
件
、
改
正
2
件
︶、
一
般
議
案
６
件
、
決
算
認
定
6
件
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
原
案
通

り
可
決
・
認
定
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
た
ち
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

歳 出歳 入

（千円以下切捨て）
※端数整理上、決算合計額と一致しません。

使用料及び手数料　0.7%
4,489万円

分担金及び負担金　0.7%
4,481万円

地方特例交付金　0.5%
3,231万円

その他　0.7%
5,373万円

町税　23.9%
16億3,291万円

地方交付税　14.0%
9億5,221万円

国庫支出金　9.0%
6億1,236万円

繰入金　8.6%
5億8,867万円

府支出金　5.2%
３億5,228万円

繰越金　2.7%
１億8,613万円

地方消費税交付金　2.5%
１億7,317万円

寄附金　1.9%
1億2,834万円

諸収入　0.7%
4,792万円

地方譲与税　0.7%
4,666万円

使用料及び手数料　0.7%
4,489万円

分担金及び負担金　0.7%
4,481万円

地方特例交付金　0.5%
3,231万円

その他　0.7%
5,373万円

町税　23.9%
16億3,291万円

地方交付税　14.0%
9億5,221万円

国庫支出金　9.0%
6億1,236万円

繰入金　8.6%
5億8,867万円

府支出金　5.2%
３億5,228万円

繰越金　2.7%
１億8,613万円

地方消費税交付金　2.5%
１億7,317万円

寄附金　1.9%
1億2,834万円

諸収入　0.7%
4,792万円

地方譲与税　0.7%
4,666万円

商工費　1.6%
１億582万円

総務費　37.1%
25億1,132万円

議会費　1.3%
8,725万円

災害復旧費　0.7%
4,878万円

民生費　18.2%
12億3,516万円

教育費　7.7%
５億2,132万円

公債費　6.2%
4億1,871万円

衛生費　4.9%
３億3,249万円

消防費　3.5%
２億4,322万円

農林水産業費　2.3%
1億5,485万円

土木費　16.3%
11億206万円

商工費　1.6%
１億582万円

総務費　37.1%
25億1,132万円

議会費　1.3%
8,725万円

災害復旧費　0.7%
4,878万円

民生費　18.2%
12億3,516万円

教育費　7.7%
５億2,132万円

公債費　6.2%
4億1,871万円

衛生費　4.9%
３億3,249万円

消防費　3.5%
２億4,322万円

農林水産業費　2.3%
1億5,485万円

土木費　16.3%
11億206万円

労働費　0.2%
1,423万円

労働費　0.2%
1,423万円

町債　28.2%
19億2,751万円
町債　28.2%

19億2,751万円

令和元年度

決 算
８年連続の赤字

持続可能な健全 財政運営の確立を
きびしい財政状況の中一般

会計

末山・くつわ池自然公園事業
1,652 万円

ふるさと納税推進事業
4,225 万円第 5次まちづくり総合計画改定事業

665 万円

新庁舎建設事業
　　9億 7,309 万円
　　6億 7,563 万円（繰越）

新市街地都市公園整備事業
2億 5,726 万円

6,243 万円（繰越）

地域防災対策事業
594 万円
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定 

例 

会

定 

例 

会

決

算

特

別

委

員

会

決算特別委員会は、監査委員を除く
11 名で設置し、委員長に谷口重和議
員、副委員長に浅田晃弘議員を選出し
審査を行い、６議案すべてを原案通り
認定した。

９
月
23
日
か
ら
28
日
ま
で

決
算
特
別
委
員
会
を
開
会
し

た
。
令
和
元
年
度
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
及
び
下
水
道

事
業
会
計
の
各
決
算
の
個
別

審
査
を
行
っ
た
。

25
日
に
は
末
山
・
く
つ
わ

池
自
然
公
園
事
業
、
新
市
街

地
連
絡
道
路
整
備
事
業
（
贄

田
立
川
線
）、新
庁
舎
建
設
事

業
の
３
カ
所
に
つ
い
て
、
現

地
審
査
を
実
施
し
た
。

最
終
日
の
28
日
に
は
、
総

括
審
査
を
行
い
、
そ
の
後
そ

問　

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
見

直
し
、
新
た
な
施
策
を
始
め

る
際
に
は
、
住
民
が
必
要
と

し
て
い
る
事
業
な
の
か
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
住
民
の
意
見
や
思

い
を
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
住
民
に
て

い
ね
い
な
情
報
を
提
供
し
、

議
論
す
る
中
、
合
意
を
得
た

上
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
不
可

欠
と
考
え
る
が
。

答　

新
た
な
政
策
決
定
と
過

去
の
政
策
決
定
が
ト
レ
ー
ド

オ
フ
の
関
係
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
ま
ず
は
住
民
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
て
い
ね
い
な
情
報
提
供

や
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
新

た
に
重
要
な
施
策
事
業
を
行

う
に
あ
た
り
、
す
で
に
行
っ

て
い
る
事
業
を
含
め
て
優
先

順
位
を
つ
け
、
廃
止
・
縮
小

を
行
う
ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
、
歳
入

確
保
の
取
り
組
み
を
行
い
、

持
続
可
能
な
健
全
財
政
運
営

の
確
立
に
努
め
た
い
。

答　

新
し
い
生
活
様
式
に
お

い
て
在
宅
勤
務
を
は
じ
め
と

す
る
働
き
方
、
居
住
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
新
た
な
可
能

性
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
中
山

間
地
域
で
あ
る
強
み
を
活
か

し
た
移
住
定
住
・
観
光
振
興

の
一
体
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
閉

塞
感
を
打
破
す
る
未
来
づ
く

り
を
推
し
進
め
た
い
。

地
ま
で
の
残
り
区
間
に
つ
い

て
は
、
１
日
も
早
い
全
線
開

通
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

が
必
要
。
府
と
の
連
携
強
化

を
図
る
中
、
工
業
団
地
出
勤

時
の
渋
滞
解
消
の
た
め
、
府

へ
の
呼
び
水
効
果
も
含
め
、

工
業
団
地
線
に
つ
い
て
、
町

が
先
行
施
工
す
る
考
え
は
。

答　

工
業
団
地
線
に
つ
い
て

は
、必
要
性
・
緊
急
性
を
重
く

受
け
止
め
、
早
期
に
本
町
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
整
備
手
法

や
整
備
時
期
、
町
が
先
行
施

工
す
る
手
法
に
つ
い
て
も
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
、
前
年
の
２
倍
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の

起
債
残
高
の
ピ
ー
ク
は
令
和

５
年
度
に
79
億
円
で
あ
る
。

将
来
負
担
比
率
は
。

答　

町
債
が
増
加
傾
向
に
あ

り
充
当
可
能
基
金
が
減
少
傾

一
般
会
計（

議
案
第
69
号
）

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
悪
化
し

て
い
る
と
分
析
し
て
お
り
、

早
期
健
全
化
の
基
準
で
あ
る

３
５
０
％
は
下
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
今
後
は
起
債
の
発

行
、
将
来
負
担
を
考
慮
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
将
来
負

担
比
率
は
、
令
和
５
年
度
の

ピ
ー
ク
時
に
２
３
０
％
を
超

え
る
と
い
う
試
算
を
し
て
い

る
。

問　

今
は
将
来
に
向
け
て
積

極
的
に
投
資
を
し
て
お
り
、

そ
れ
が
結
果
的
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
切
り
捨
て
、
負
担
増

を
強
い
て
い
る
と
考
え
る

が
、
今
後
財
政
が
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
な
か
、
さ

ら
に
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
る
の
で
は
。

答　

最
も
有
効
な
手
立
て
は

経
常
経
費
の
削
減
で
あ
り
、

過
去
の
政
策
決
定
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス

を
縮
小
・
廃
止
し
、
そ
の
財

源
を
新
た
な
政
策
決
定
に
充

て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
、
寄
附
額
が

平
成
29
年
度
か
ら
、
倍
々
と

推
移
し
て
き
て
い
る
が
、
更

な
る
増
加
を
め
ざ
し
て
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　

令
和
元
年
度
に
は
返
礼

品
目
の
増
加
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
拡
充
も
行
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
は
地
域
に
眠
る

資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、
既

存
品
目
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
地
道
に
行
い
た
い
。

問　

月
１
ウ
ォ
ー
ク
チ
ャ
レ

ン
ジ
８
８
０
０
事
業
費
に
つ

い
て
、
１
回
平
均
約
20
名
程

度
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
目

標
定
員
に
対
し
て
制
限
は

行
っ
て
い
た
の
か
。
今
後
は

ク
ラ
ス
別
や
年
齢
別
、
男
女

別
、
曜
日
に
つ
い
て
も
水
曜

日
以
外
や
土
日
の
開
催
等
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
す
れ
ば
も
う

少
し
幅
の
広
い
活
動
が
で
き

る
と
考
え
る
が
。

答　

参
加
に
つ
い
て
制
限
は

し
て
お
ら
ず
、
希
望
さ
れ
た

方
に
は
参
加
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
普
段
か
ら
歩
く
力

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
、
様
々
な
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
内
容
や
、
開
催
す
る
曜

日
・
時
間
も
工
夫
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

末
山
・
く
つ
わ
池
自
然

公
園
事
業
費
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ト
形
展
望
台
ま
で
の
新

た
な
散
策
路
を
整
備
さ
れ
た

が
、
利
用
者
の
状
況
や
印
象

は
ど
う
な
の
か
。

答　

散
策
路
の
整
備
に
よ

り
、
展
望
台
へ
行
か
れ
る
方

が
増
え
て
お
り
、
展
望
台
か

ら
は
全
体
が
見
渡
せ
、
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
が
す
る
と

の
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

問　

奥
山
田
化
石
ふ
れ
あ
い

広
場
運
営
費
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
投
資
は
理
解
す
る

が
、
観
光
資
源
と
い
う
見
方

も
含
め
、
今
後
ど
う
展
開
し

て
い
く
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
時

期
に
は
、
一
般
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
化
石
発
掘
体
験
し

て
も
ら
う
場
の
提
供
、
色
々

な
学
習
の
方
面
か
ら
の
受
け

入
れ
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性

で
事
業
展
開
を
考
え
て
お

り
、
産
業
観
光
と
の
連
携
も

合
わ
せ
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

山
本
精
議
員

反 

対 

討 

論

実
質
単
年
度
収
支
が
８
年
連
続
で
赤
字
と
厳
し
い

財
政
状
況
下
、
ま
だ
使
え
る
両
小
学
校
が
あ
る
中
で

新
し
い
学
校
を
建
て
る
な
ど
無
駄
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
一
方
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
教
育
・
福

祉
施
策
、
子
育
て
支
援
策
の
削
減
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
小
中
一
体
化
は
財
政
面
、
防
災
・
通
学
等
課

題
が
多
く
一
旦
白
紙
に
戻
す
よ
う
求
め
る
。
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
願
い
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
財
政
が
厳

し
い
中
で
も
、
町
が
今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か

を
見
極
め
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

現地審査（子育て支援センター）

現地審査（新市街地連絡道路） 現地審査（未山・くつわ池自然公園）

れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
採

決
を
し
、
決
算
特
別
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
〈
総
括
質
疑
〉

〈
個
別
審
査
〉

住
民
が
必
要
と
し
て
い
る

事
業
な
の
か

（
今
西
久
美
子
委
員
）

宇
治
田
原
山
手
線

　
　
　
　

全
線
開
通
を

（
谷
口
整
委
員
）

本
町
を
ど
の
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か

（
今
西
久
美
子
委
員
）

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
田
舎

は
今
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
田

舎
暮
ら
し
を
望
む
若
者
も
増

え
る
中
、
宇
治
田
原
町
を
ど

う
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。

問　

宇
治
田
原
山
手
線
に
つ

い
て
、
府
議
会
一
般
質
問
で

知
事
か
ら
全
線
事
業
化
に
向

け
た
答
弁
が
あ
り
、
工
業
団

今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
を
見
極
め
、
実
行
を
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定
例
会

定
例
会

問　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
業
者
委
託
を
行
っ
て
い
る

が
、町
職
員
の
保
健
師
が
直

営
で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

体
制
的
な
こ
と
も
あ
り

す
べ
て
を
直
営
で
進
め
る
の

は
難
し
い
が
、
保
健
師
が
地

域
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
で

き
る
限
り
町
職
員
の
保
健
師

が
訪
問
し
、
継
続
的
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

問　

有
収
水
量
、
有
収
率
も

減
少
し
た
が
、
有
収
率
０
．

６
ポ
イ
ン
ト
減
少
の
原
因
は

問　

下
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
持
続
可
能
な
事
業

運
営
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
事
務
事
業
の
広
域

化
、
収
入
確
保
の
た
め
の
接

続
率
向
上
、
使
用
料
金
の
適

正
化
等
が
考
え
ら
れ
る
が
。

問　

特
養
の
入
所
待
ち
が
41

人
お
ら
れ
る
中
、
今
年
度
策

定
の
高
齢
者
福
祉
計
画
で
施

設
の
整
備
計
画
も
示
す
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
１
つ
で
対
応
で
き
る

の
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
ニ
ー
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
の

動
向
等
も
把
握
す
る
中
で
、

次
期
計
画
に
ど
う
つ
な
げ
る

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
入
所
者
の

人
数
は
定
員
50
人
で
あ
り
、

施
設
の
入
所
者
も
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
受
け
入
れ
人
数
の
増
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
会
計

　
（
議
案
第
70
号
）

水
道
事
業
会
計

　
（
議
案
第
73
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
（
議
案
第
71
号
）

下
水
道
事
業
会
計

　
（
議
案
第
74
号
）

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
（
議
案
第
66
号
）

宇
治
田
原
中
央
公
園
造
成

工
事（
そ
の
３
）請
負
契
約

の
締
結

　
（
議
案
第
76
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
議
案
第
72
号
）

答　

公
共
下
水
は
、
公
衆
衛

生
の
向
上
や
公
共
水
域
の
水

質
の
保
全
が
大
き
な
命
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
が
厳

し
い
中
で
は
あ
る
も
の
の
、

公
共
下
水
道
事
業
・
浄
化
槽

事
業
と
し
て
着
々
と
進
め
、

皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
繋
い
で

い
た
だ
く
こ
と
が
使
命
で
あ

る
。

反 

対 

討 

論

反
対
討
論（
委
員
会
）

所
得
の
低
い
方
の

保
険
料
負
担
が
増
え

た
。
今
後
も
、
特
例

軽
減
の
廃
止
や
医
療

費
の
増
大
で
保
険
料

は
あ
が
る
。
存
続
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
高
齢

者
に
負
担
を
強
い
る

制
度
は
廃
止
を
。

消
費
税
増
税
分
を

水
道
料
金
に
転
嫁
し

た
こ
と
で
、
実
質
の

住
民
負
担
は
増
え

た
。
消
費
税
引
き
上

げ
に
反
対
の
立
場
か

ら
反
対
。

今
西
久
美
子
議
員

今
西
久
美
子
委
員

老朽化により更新した水道管

宇
治
田
原
町
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
63
号
）

宇
治
田
原
町
辺
地
総

合
整
備
計
画
（
奥
山

田
辺
地
）
の
策
定

（
議
案
第
67
号
）

贄
田
立
川
線
道
路
工

事
（
そ
の
４
）
宇
治

田
原
中
央
公
園
造
成

工
事
（
そ
の
２
）
請

負
契
約
の
締
結

（
議
案
第
75
号
）

宇
治
田
原
町
手
話
の

普
及
及
び
障
が
い
の

特
性
に
応
じ
た
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

促
進
に
関
す
る
条
例

制
定

（
議
案
第
62
号
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
通
知

カ
ー
ド
の
再
交
付
が
不

要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

奥
山
田
辺
地
に
係
る

辺
地
総
合
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る

法
律
3
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
決
議
を
求

め
る
も
の
。

安
全
で
災
害
に
強
い

道
路
計
画
を
計
画
的
に

進
め
、
既
存
集
落
と
新

市
街
地
ゾ
ー
ン
と
の
連

携
を
図
る
た
め
、
新
庁

舎
と
隣
接
す
る
都
市
公

園
の
整
備
の
う
ち
、
道

路
工
事
と
関
連
す
る
造

成
工
事
を
一
体
的
に
行

う
も
の
。

障
が
い
の
あ
る
人
の

社
会
参
加
を
促
進
し
、

全
て
の
住
民
が
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

共
生
す
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
条
例
制

定
す
る
も
の
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

現
在
持
っ
て
い
る
通
知

カ
ー
ド
は
ど
う
な
る
の
か

年
度
割
を
変
更
す
る
場

合
の
手
続
き
は

一
体
的
に
実
施
す
る
方

が
効
率
的
だ
か
ら
か

手
話
の
で
き
る
職
員
を

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
発
行

廃
止
に
よ
り
、
再
交
付
の
必

要
が
な
く
な
り
、
手
数
料
を

廃
止
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
現
在
持
っ
て
い
る
通
知

カ
ー
ド
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

現
在
持
っ
て
い
る
通
知

カ
ー
ド
は
、
住
所
や
氏
名
に

変
更
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
る
が
、
変
更
が

問　

辺
地
総
合
整
備
計
画
が

年
度
別
に
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
年
度
割
を
変
更
す

る
場
合
は
ど
う
い
っ
た
手
続

き
が
必
要
に
な
る
の
か
。

答　

計
画
の
変
更
は
可
能
で

あ
る
が
、
策
定
と
同
様
の
手

問　

贄
田
立
川
線
道
路
工
事

と
中
央
公
園
調
整
池
の
管
理

道
路
工
事
に
つ
い
て
、
一
体

的
に
実
施
す
る
方
が
効
率
的

だ
か
ら
か
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

手
話
通
訳
者
の
派
遣
事

業
は
予
約
が
必
要
で
不
便
を

あ
っ
た
場
合
は
使
用
で
き
な

い
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
若
し
く
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
。

続
き
が
必
要
で
あ
り
、
予
算

を
計
上
の
う
え
、
京
都
府
と

の
事
前
協
議
や
国
へ
の
提
出

と
と
も
に
、
議
会
の
議
決
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

広
い
公
園
が
欲
し

い
と
い
う
住
民
の
声

は
承
知
し
て
い
る
が
、

財
政
が
厳
し
い
中
、

本
事
業
に
つ
い
て
は

い
っ
た
ん
停
止
し
、

財
政
状
況
を
見
て
か

ら
に
す
べ
き
。

山
手
線
に
つ
い
て
は

必
要
な
道
路
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
取
得
金

額
に
つ
い
て
地
目
が
山

林
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
も
高
額
す
ぎ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

無
く
す
た
め
、
手
話
の
で
き

る
職
員
の
養
成
が
必
要
で

は
。

答　

職
員
の
異
動
も
あ
り
、

養
成
は
難
し
い
が
、
障
が
い

者
基
本
計
画
策
定
の
中
で
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

住
民
意
識
や
町
内
事
業

者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
。
事
業
所
等
と
の
調
整

は
。

答　

条
例
制
定
後
は
、
不
便

を
感
じ
て
い
る
人
が
住
み
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
商
工
会

や
金
融
機
関
等
に
協
力
要
請

す
る
。
住
民
に
も
広
く
周
知

を
行
い
機
運
を
高
め
た
い
。

何
か
。

答　

数
値
的
に
は
微
減
と
考

え
て
お
り
、
要
因
と
し
て
は

漏
水
が
考
え
ら
れ
、
特
に
最

近
で
は
高
尾
地
区
で
の
影
響

が
大
き
い
。

決
算
監
査
意
見
書（
要
旨
）

令
和
元
年
度
宇
治
田
原
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
書
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に

関
す
る
調
書
、
財
産
に
関
す
る
調
書
、
各
種
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
書

類
等
を
審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
良
好
で
あ
る
と
認
め
る
。

現
地
調
査
に
つ
い
て
も
、
資
料
及
び
現
地
で
の
事
業
状
況
を
審
査

し
た
結
果
、
事
業
の
執
行
は
適
正
で
あ
る
と
認
め
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
等
に
よ
り
、
本

町
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
状
況
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
な
お
一
層
、
適
切
な
事
務
執
行

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
監
査
の
意
見
と
す
る
。

監
査
委
員

反 

対 

討 

論

反 

対 

討 

論
今
西
久
美
子
委
員

今
西
久
美
子
委
員
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定 

例 

会

表
決
結
果
・
意
見
書

新型コロナウイルス対策
（第３弾）に２億円

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

地方自治体は、長期化する感染症対策に
も迫られ、今後の地方財政は、かつてない厳
しい状況になることが予想される。よって、
国においては、令和３年度地方財政対策及
び地方税制改正に向け、下記事項を確実に
実現されるよう、強く要望する。

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方
税、地方交付税等の一般財源総額を確
保・充実すること。その際、臨時財政対策
債が累積することのないよう、発行額の縮
減に努めるとともに、償還財源を確保する
こと。
２　地方交付税については、引き続き財源
保障機能と財源調整機能が適切に発揮で
きるよう、総額を確保すること。
３　令和２年度の地方税収が大幅に減少す
ることが予想されることから、万全の減収
補填措置を講じるとともに、減収補填債の

可 

決
予

算

特

別

委

員

会

問　

７
６
０
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
一
括
で
確
保
す
る
め
ど

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、児
童
・

生
徒
が
家
に
持
っ
て
帰
っ
た

時
に
、
故
障
な
り
破
損
し
た

場
合
の
対
応
は
。

答　

機
器
は
早
急
に
確
保
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
用
は
基
本
的

に
、
学
校
で
の
教
科
指
導
と

考
え
て
い
る
。
家
庭
に
お
け

る
学
習
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
の
破
損
等
に
つ
い
て

は
、そ
れ
が
故
意
で
あ
れ
ば
、

ご
負
担
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
導

入
事
業
費
に
つ
い
て 

、
今

回
予
定
し
て
い
る
、
母
子
手

帳
機
能
と
地
域
の
情
報
を
発

信
で
き
る
ア
プ
リ
は
町
独
自

の
ア
プ
リ
か
既
存
の
も
の
を

使
う
の
か 

。

問　

南
北
線
の
電
柱
に
整
備

す
る
交
通
安
全
灯
53
箇
所
の

設
置
は
、
国
道
３
０
７
号
ま

で
か
、
町
道
ま
で
か
。
ま
た

新
庁
舎
前
は
ど
う
な
る
の

か
。

問　

高
収
益
作
物
次
期
作
支

援
は
、
国
交
付
金
に
町
独
自

の
上
乗
せ
を
行
う
が
、
全
体

で
２
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面

積
の
内
、
８
割
程
度
の
予
算

を
見
込
ん
で
い
る
。
予
算
を

上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
ど
う
な
る
の
か 

。

答　

人
を
基
準
に
支
援
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
を

い
か
に
進
め
る
の
か

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の

切
れ
目
な
い
支
援
は

南
北
線
の
安
全
灯
は

茶
等
の
生
産
者
の
支
援
は

一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
58
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
含

む
、
一
般
会
計
補
正
予
算
２
億
２
０
６
９
万

５
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
会
計
の
各
補
正
予
算
、
指
定
管

理
者
の
指
定
（
宇
治
田
原
町
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
も
審
査
し
た
。

答　

町
独
自
の
も
の
で
な

く
、
内
閣
官
房
日
本
経
済
再

生
総
合
事
務
局
が
出
し
て
い

る 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
例
の
中

か
ら 

、
本
町
に
も
っ
と
も

適
し
た
ア
プ
リ
を
抽
出
し
て

導
入
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

新庁舎からみた南北線

府内町村初の電子表決システム導入

議決のあらましと表決結果（補正予算関連）
種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

山　

内

山　

本

今　

西

垣　

内

田　

中

原　

田

馬　

場

松　

本

谷
口
重

浅　

田

藤　

本

予
　
算

議案
第 58 号

一般会計補正予算（第３号）
（新型コロナウイルス感染症総合対策事業費等の追加）
【2 億 2,069 万 5,000 円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 59 号

介護保険特別会計補正予算（第１号）
（過年度分国府支出金返還金の追加）
【1,346 万 5,000 円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 60 号

水道事業会計補正予算（第１号）
（配水管移設等事業費の追加）
【収益的収入及び支出　300 万円の追加】
【資本的収入及び支出 2,000 万円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 61 号

下水道事業会計補正予算 ( 第１号）
（水道管移設受託工事費の追加）
【収益的収入及び支出 2,000 万円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

そ
の
他

議案
第 65 号

都市計画道路宇治田原山手線工事施行協定の締結につ
いて

【契約金額 1 億 6,810 万円】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 68 号

指定管理者の指定について（宇治田原町ふれあい福祉
センター）

（宇治田原町シルバー人材センターを指定）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

[ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席 ]

対象となる税目についても、地方消費税を
含め弾力的に対応すること。
４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的
な地方税体系の構築に努めるとともに、国
税・地方税の政策税制については、積極
的な整理合理化を図り、新設・拡充・継
続に当たっては、有効性・緊急性等を厳
格に判断すること。
５　特に、固定資産税は、市町村の極めて
重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るが
す見直しは、家屋・償却資産を含め、断
じて行わないこと。また、新型コロナウイ
ルス感染症緊急経済対策として講じられ
た特例措置は、本来国庫補助金等により
対応すべきものであり、今回限りの措置と
して、期限の到来をもって確実に終了する
こと。

令和２年 10月１日　　宇治田原町議会

◎谷口整議長は賛否同数以外は表決に加わりません

も
の
で
あ
り
、
町
外
の
方
の

栽
培
分
を
考
慮
し
80
％
程
度

の
面
積
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
農
業
共
済
組
合
の
収
入

保
険
に
加
入
検
討
の
条
件
も

あ
り
、
補
正
額
で
対
応
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答　

国
道
3
0
7
号
ま
で
の

す
べ
て
の
電
柱
に
安
全
灯
を

設
置
す
る
。
新
庁
舎
前
に
つ

い
て
は
、
南
北
線
と
贄
田
立

川
線
の
Ｔ
字
路
に
、
大
型
の

街
路
灯
を
２
基
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。



第105号（10）宇治田原町議会だより 第105号 宇治田原町議会だより（11）2020（令和２）年11月 2020（令和２）年11月

一
般
質
問

一般
質問
ズバリ！
町政を問う

傍聴のご案内
宇治田原町議会を傍聴しませんか。傍聴券は本会議・委員会当日に町役場３階議会事務局で

発行致します。議会の日程などはホームページ（http://www.town.ujitawara.kyoto.jp/）をご
覧いただくか、議会事務局（☎ 88‐6641）までお問い合わせください 。

質問者 質問事項

1 浅田晃弘
（12 ｐ） 1. 都市整備について

2 松本健治
（13 ｐ）

1. 西谷町長の政治姿勢について
2. 新庁舎開庁後の課題について
3. 旧役場の跡地活用について

3 今西久美子
（14 ｐ）

1. 小中学校施設一体型について
2. 利便性の向上について
3. 防災対策について

4 垣内秋弘
（15 ｐ）

1. 有害鳥獣対策について

2. コロナ禍における事業執行状況に
ついて

3. 庁舎周辺の環境整備について
●投票率の向上対策について

議員が行政全般にわたって執

行機関である町に対し、事務の

執行状況や方針などを質問しま

す。

主な内容について、各議員の

要約原稿を掲載しています。

●印の質問事項は本紙には掲載しておりません

一般質問

９月10日～11日

質問者 質問事項

5 藤本英樹
（16 ｐ）

1. 新型コロナウイルス感染症対策に
ついて

2. 住民広報のあり方について

6 山内実貴子
（17 ｐ）

1. コロナ禍でも元気のでる施策を
2. 投票率向上への取り組みについて

7 山本　精
（18 ｐ）

1. 地域課題について
2. 有害鳥獣対策について

8 馬場　哉
（19 ｐ） 1. 財政状況について

9 原田周一
（20 ｐ）

1. 防災対策について
2. 働き方改革について
3. 汚水処理施設の跡地について
● ICT 環境整備について

表
決
結
果

議決のあらましと表決結果

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

山　

内

山　

本

今　

西

垣　

内

田　

中

原　

田

馬　

場

松　

本

谷
口
重

浅　

田

藤　

本

意
見
書

意見書
第 2 号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書（案）について

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

条
例
制
定

議案
第 62 号

宇治田原町手話の普及及び障がいの特性に応じた
多様なコミュニケーション手段の利用促進に関する
条例を制定するについて

（障がいのある人の社会参加を促進し、人格と個
性を尊重し合いながら共生する地域社会を実現す
るための条例制定）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

条
例
改
正

議案
第 63 号

宇治田原町手数料徴収条例の一部を改正する条例
を制定するについて

（マイナンバーの通知カード再交付不要に伴う条
例の一部改正）

可
決〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 64 号

宇治田原町総合文化センター設置及び管理に関す
る条例等の一部を改正する条例を制定するについ
て

（減免割合を拡充するための条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

そ
の
他

議案
第 66 号

土地の取得について
（宇治田原山手線道路用地の取得）

可
決〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 67 号

宇治田原町辺地総合整備計画（奥山田辺地）の策
定について

（奥山田辺地に係る辺地総合整備計画の策定）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 75 号

贄田立川線道路工事（その４）　宇治田原中央公
園造成工事（その２）請負契約の締結について

【契約金額 1 億 6,213 万 8,900 円】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 76 号

宇治田原中央公園造成工事（その３）請負契約の
締結について

【契約金額 5,704 万 6,000 円】

可
決〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

決
算
認
定

議案
第 69 号

令和元年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定
について

【歳入 68 億 2,398 万円　歳出 67 億 7,526 万円】
✔認
定〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 70 号

令和元年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事
業勘定）歳入歳出決算認定について

【歳入 10 億 9,091 万円　歳出 10 億 7,883 万円】

認
定〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 71 号

令和元年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について

【歳入 1 億 2,069 万円　歳出 1 億 1,904 万円】
✔認
定〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 72 号

令和元年度宇治田原町介護保険特別会計歳入歳出
決算認定について

【保険事業　歳入 7 億 8,171 万円　歳出 7 億 4,689
万円】

【サービス事業　歳入 688 万円　歳出 415 万円】

認
定〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 73 号

令和元年度宇治田原町水道事業会計決算認定につ
いて

【収益的収入２億8,119万円 支出２億4,959万円】
【資本的収入 7,316 万円 支出 1 億 3,834 万円】

認
定〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 74 号

令和元年度宇治田原町下水道事業会計決算認定に
ついて

【収益的収入 5 億 5,366 万円 支出 5 億 4,159 万円】
【資本的収入 2 億 7,449 万円 支出 4 億 2,421 万円】

認
定〇●●〇〇〇〇〇〇〇〇

[ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席 ]

◎谷口整議長は賛否同数以外は表決に加わりません
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【
質　

問
】

本
町
を
取
り
巻
く
交
通
網

は
広
域
か
つ
重
要
性
を
増

し
、
さ
ら
に
本
町
の
土
地
に

対
す
る
需
要
が
高
ま
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
は
京

都
府
を
退
職
さ
れ
た
高
度
な

【
質　

問
】

町
全
体
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
本
町
の
将

来
を
左
右
す
る
今
後
５
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

新
名
神
高
速
道
路
や
そ
の

周
辺
道
路
の
開
通
、
ま
た
周

辺
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
都

都
市
整
備
に
注
力
す
る
業
務
は

【
答
】山
手
線
全
線
着
工
へ
の
道
筋
を
つ
け
る

専
門
知
識
を
持
っ
た
任
期
付

き
職
員
と
し
て
、
都
市
整
備

政
策
監
を
迎
え
ら
れ
た
。

就
任
以
来
、本
町
を
見
て
、

感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
。

【
答
弁（
都
市
整
備
政
策
監
）】

本
町
は
宇
治
田
原
Ｉ
Ｃ
だ

【
答
】活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
は

市
整
備
が
具
体
化
す
る
今
後

５
年
間
は
、
今
ま
さ
に
こ
の

町
で
暮
ら
す
住
民
の
皆
様
や

20
年
、
30
年
、
50
年
先
の
住

民
の
方
々
に
対
し
て
も
「
希

望
と
責
任
」
が
持
て
る
、
活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問

け
で
は
な
く
、大
津
ス
マ
ー
ト

I
C
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
南

郷
Ｉ
Ｃ
か
ら
も
10
分
以
内
、

高
速
道
路
か
ら
ト
リ
プ
ル
ア

ク
セ
ス
が
可
能
と
な
り
、住
民

の
安
心
安
全
の
確
保
や
利
便

性
は
も
と
よ
り
、企
業
活
動
に

と
っ
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
国
道
３
０
７
号

は
朝
夕
の
通
勤
時
、
恒
常
的

に
渋
滞
し
、
災
害
に
も
脆
弱

な
こ
と
か
ら
、
ひ
と
た
び
何

か
が
起
こ
れ
ば
、
周
辺
市
町

に
も
、
大
き
な
影
響
が
及
ぶ

と
い
う
現
状
が
あ
る
。

【
質　

問
】

現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
整

備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
注

力
す
る
業
務
は
。

【
答
弁（
都
市
整
備
政
策
監
）】

現
在
、
三
つ
の
柱
に
お
い
て

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
つ
目
は
宇
治
田
原
山
手

線
の
全
線
着
工
へ
の
道
筋
を

つ
け
た
い
。

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
都
市
計
画
手
続
き
を
進

め
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぎ
、

企
業
と
住
民
意
識
の
整
合
を

図
り
、
将
来
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
の
条
件
を
整
え
て

い
く
。

最
後
に
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
の
将
来
像
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
。
必
ず
老
朽
化

し
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
広
域
化
な
ど

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
く
。

一
般
質
問

早期に新庁舎の周辺整備を
開通が待たれる緑苑坂以北の山手線

役目を終えた役場跡地活用を 新市街地では工場建設が進む（役場横）

町
長
の
政
治
姿
勢
に
ブ
レ
が

【
答
】最
終
的
に
は
一
貫
し
た
姿
勢
で
判
断【

答
】有
利
な
財
源
確
保
で
早
く
周
辺
整
備

【
答
】活
用
の
基
本
的
な
考
え
に
変
更
は
な
い

新
庁
舎
が
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
状
態
で
は

跡
地
活
用
の
考
え
方
に
変
更
は
な
い
か

【
質　

問
】

３
選
を
め
ざ
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
町
長
に
、
あ
え
て
エ
ー

ル
を
送
る
意
味
合
い
で
申
し

上
げ
る
。
２
期
目
で
は
、
い

く
つ
か
の
重
要
局
面
で
、
ス

タ
ン
ス
や
判
断
に
ブ
レ
が

あ
っ
た
の
で
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

山
手
線
・
新
庁
舎
・
小
中

一
貫
教
育
の
重
要
案
件
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ

【
質　

問
】

完
成
し
た
新
庁
舎
が
ポ
ツ

ン
と
一
軒
家
状
態
で
は
良
く

な
い
。周
辺
整
備
と
開
庁
時

期
が
ズ
レ
て
お
り
、本
町
が

力
を
示
し
、出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
事
業
が
多

い
。高

評
価
の
方
も
い
る
が
、

強
い
不
満
、
不
充
足
感
を
お

持
ち
の
方
も
多
い
。所
見
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

新
庁
舎
隣
接
の
中
央
公
園

【
質　

問
】

役
場
跡
地
に
つ
い
て
、
以

前
「
単
な
る
公
有
資
産
の
売

却
で
な
く
活
用
を
考
え
た

い
」、「
跡
地
西
側
の
交
差
点

に
お
い
て
安
全
性
を
考
慮
し

た
形
状
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
で
変
更
点
は
な

い
か
。

の
説
明
は
も
と
よ
り
、
議
会

に
も
報
告
・
説
明
を
し
た

中
、
一
貫
し
た
姿
勢
で
、
最

は
、
住
民
の
憩
い
の
場
や
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
造

成
工
事
を
進
め
て
い
る
。

町
道
贄
田
立
川
線
は
立
川

地
区
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
計
画
、
年
度
中
の
全

線
供
用
開
始
を
め
ざ
す
。

い
ず
れ
も
新
庁
舎
完
成

時
に
、
供
用
開
始
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
、
不
便
を
か

け
て
い
る
。
国
か
ら
の
有
利

な
財
源
を
確
保
す
る
中
で
１

日
も
早
く
整
備
し
た
い
。

【
答
弁
（
総
務
担
当
理
事
）】

跡
地
活
用
の
基
本
的
な
考

え
方
や
西
側
交
差
点
の
安
全

対
策
に
変
更
は
な
い
。

旧
役
場
は
、
京
都
府
と
の

境
界
確
認
や
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
は
、
各
種
の
問
題
を
考
慮

し
て
、
町
が
責
任
を
も
っ
て

建
物
を
解
体
す
べ
き
と
の
方

向
性
に
な
っ
た
。

終
的
に
は
私
の
判
断
と
責
任

に
お
い
て
施
策
の
推
進
を
し

て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

議員

松 本 健 治
議員

浅 田 晃 弘
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【
答
】個
別
に
対
応
し
て
い
き
た
い

【
答
】今
後
、訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に
も
加
え
る

「
届
ケ
ー
ル
事
業
」
の
実
施
を

防
災
マ
ッ
プ
・
避
難
カ
ー
ド
の
周
知
を

小
中
一
体
化
で
避
難
所
は
ど
う
な
る

【
答
】今
後
検
討
し
て
い
く

【
質　

問
】

田
原
小
学
校
、
宇
治
田
原

小
学
校
と
も
に
、
広
域
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
施

設
一
体
型
と
な
っ
た
と
き
に

ど
う
な
る
の
か
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

現
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
在

り
方
も
併
せ
て
今
後
検
討
し

て
い
く
。

【
質　

問
】

小
学
校
の
教
室
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
の
「
分
散
避

難
」
に
最
適
な
避
難
所
。
一

体
型
を
決
定
す
る
前
に
、
避

難
所
を
ど
う
す
る
か
決
め
て

お
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
コ
ロ
ナ
問
題
は
新
た
な

課
題
で
あ
り
、
い
ま
が
立
ち

止
ま
る
べ
き
と
き
。
住
民
の

命
を
守
る
観
点
か
ら
一
体
型

の
再
検
討
を
。

【
答
弁
（
町
長
）】

避
難
所
の
位
置
づ
け
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ

る
。
健
康
と
命
を
守
る
こ
と

や
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
と
心
豊
か
な
心
身
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
間
形
成
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
た
な
生
活

様
式
の
変
化
な
ど
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
一
体
型
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。

一
般
質
問

【
質　

問
】

宇
治
田
原
町
で
も
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
や
単
身
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
。
町
職
員
が
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
外
出
が
困

難
な
方
に
対
し
、
証
明
書
等

の
申
請
手
続
を
手
伝
う
「
届

ケ
ー
ル
事
業
」
を
積
極
的
に

実
施
す
べ
き
で
は
。

【
質　

問
】

防
災
マ
ッ
プ
、
避
難
カ
ー

ド
が
配
布
さ
れ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
十
分
周
知
が
で

き
て
い
な
い
。
事
前
に
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
生
死
を
分
け
る
ほ
ど
重
要

で
あ
る
。
今
後
の
周
知
方
法

と
活
用
は
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
訓
練
等

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

「
届
ケ
ー
ル
事
業
」
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
に
平
成
18
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
利
用
が
な
く
廃

止
し
た
。
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
の
厳
格
化
か
ら
も
難
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
個
々
に

相
談
い
た
だ
く
中
で
、
個
別

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

が
実
施
で
き
ず
、
住
民
に
直

接
説
明
す
る
機
会
が
な
い

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広

報
紙
へ
の
掲
載
、「
防
災
資

料
展
」
で
周
知
し
て
い
る
。

今
後
、
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に

マ
ッ
プ
や
カ
ー
ド
の
説
明
も

加
え
、
よ
り
活
用
が
図
ら
れ

る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

小学校は最適な避難場所

避
難
場
所
を
事
前
に
相
談
し
記
入
し
て
お
く
避
難
カ
ー
ド

一
般
質
問

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
強
化
を

【
答
】免
許
取
得
者
の
確
保
で
猟
友
会
を
維
持

【
質　

問
】

狩
猟
免
許
取
得
者
が
減
少

す
る
中
、猟
友
会
の
堅
持
は
。

【
答
弁（
産
業
観
光
課
長
）】

猟
友
会
を
堅
持
し
て
い
く

た
め
、多
く
の
狩
猟
免
許
所

有
者
の
確
保
が
肝
要
で
あ
る
。

【
質　

問
】

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
活
動

【
質　

問
】

本
年
初
期
段
階
か
ら
全
国

ベ
ー
ス
で
拡
大
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

各
種
事
業
、
行
事
等
の
執
行

中
止
や
見
直
し
が
余
儀
な
く

さ
れ
る
中
、
決
算
、
次
年
度

予
算
ま
で
影
響
を
与
え
る

が
、
効
果
あ
る
事
業
執
行
に

努
め
る
べ
き
で
は
。

協
力
者
３
名
に
認
定
書
を
作

成
し
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
が
必
要
。
併
せ
て
地
区
ご

と
の
増
員
計
画
は
。

【
答
弁（
産
業
観
光
課
長
）】

地
域
住
民
へ
の
安
全
の
た

め
訓
練
及
び
理
解
と
協
力
が

必
要
。
課
題
を
整
理
し
最
善

の
方
法
を
検
討
す
る
。

【
答
】各
種
事
業
、行
事
等
や
む
を
得
ず
中
止

【
答
】保
安
林
解
除
の
手
続
き
を
依
頼
中

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
執
行
状
況
は

庁
舎
南
側
保
安
林
一
刻
も
早
く
整
備
を

【
答
弁
（
副
町
長
）】

先
行
き
が
見
通
せ
な
い

中
、
執
行
残
と
な
っ
た
予
算

に
つ
い
て
は
、
決
算
状
況
や

次
年
度
予
算
の
編
成
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
交
付
金
を
活
用
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

者
や
個
人
事
業
主
に
町
独
自

手に負えないサル

早期の保安林解除を

議員

垣 内 秋 弘

【
質　

問
】

庁
舎
南
側
の
保
安
林
に
つ

い
て
は
不
安
全
な
形
状
で
あ

り
、
一
刻
も
早
く
保
安
林
解

除
を
行
い
、
周
辺
整
備
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

【
答
弁（
建
設
事
業
担
当
理
事
）】

南
側
山
林
の
一
部
に
保
安

林
が
存
在
し
て
お
り
、
府
に

対
し
て
保
安
林
解
除
の
手
続

き
を
依
頼
し
て
い
る
。

議員

今 西 久 美 子

【
質　

問
】

防
護
柵
（
金
網
）
は
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
等
に
は
効
果
が
あ

る
が
、
本
町
は
未
実
施
状
態

で
あ
る
。
早
急
に
全
地
区
に

普
及
す
べ
き
で
は
。

【
答
弁（
建
設
事
業
担
当
理
事
）】

電
気
柵
の
耐
用
年
数
が
８

年
と
な
っ
て
お
り
、
経
過
し

た
地
域
か
ら
事
業
実
施
が
可

能
と
な
り
、
町
全
体
で
は
数

年
の
期
間
が
必
要
と
な
る
。

の
支
援
金
を
交
付
し
た
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
冷
え
込
ん

だ
地
域
経
済
の
消
費
拡
大
と

商
工
業
者
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
発
行
し
、
経
済
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
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with コロナの過ごし方（www.unifast.co.jp）

公共施設の利便性周知を（新庁舎）

コロナ禍でも安心して投票を 各地区に設置されている防災スピーカー

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
さ
ら
な
る
対
策
を

【
答
】地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る

【
質　

問
】

こ
れ
か
ら
は
い
か
に
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
乗
り

越
え
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

飲
食
店
や
観
光
業
は
多
大

な
影
響
を
受
け
、
出
口
の
見

え
な
い
ト
ン
ネ
ル
を
進
ん
で

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

町
独
自
の
支
援
金
や
給
付

金
を
創
設
し
て
は
い
る
が
、

さ
ら
な
る
農
家
支
援
や
、新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
事

業
展
開
を
検
討
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
（
副
町
長
）】

財
政
措
置
は
国
が
行
う
も

の
と
の
考
え
方
の
も
と
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
経
済
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

茶
農
家
へ
は
高
収
益
作
物

次
期
作
支
援
事
業
と
し
て
、

国
交
付
金
に
町
独
自
の
上
乗

せ
を
行
な
い
、「
移
住
・
定

住
」
や
「
観
光
」
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
予
算
を
提
案
し
て
対
応

す
る
。

【
質　

問
】

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
事

業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
地
形
等
に
よ
り
有
効
な

広
報
が
で
き
な
い
地
域
へ
の

対
策
は
。

【
答
弁
（
総
務
担
当
理
事
）】

緊
急
情
報
を
通
達
す
る
方

法
は
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け

で
は
な
く
、
携
帯
電
話
や
防

災
ア
プ
リ
、
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

も
発
信
し
対
応
し
て
い
く
。

【
答
】多
様
な
運
用
に
努
め
て
い
く

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
有
効
活
用
を

一
般
質
問

【
質　

問
】

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
で
住
民

生
活
に
関
わ
る
情
報
を
発
信

で
き
な
い
か
。

【
答
弁
（
副
町
長
）】

選
挙
啓
発
広
報
や
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
啓
発
な
ど
に

も
活
用
し
て
き
た
。

防
災
情
報
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
多
様
な
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
。

【
答
弁
（
教
育
次
長
）】

学
校
行
事
、
児
童
会
・
生

徒
会
活
動
の
調
整
や
、予
備

時
数
を
利
用
し
て
対
応
す
る
。

【
質　

問
】

運
動
会
や
体
育
大
会
、
学

習
発
表
会
や
文
化
祭
、
修
学

旅
行
の
中
止
や
延
期
な
ど
、

小
学
６
年
生
や
中
学
３
年
生

に
と
っ
て
の
思
い
出
づ
く
り

を
い
か
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

子
ど
も
た
ち
の
健
康
、
命

を
脅
か
さ
れ
な
い
安
全
な
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
行
政

の
責
任
で
あ
る
。

刻
々
と
変
化
す
る
状
況

下
、
各
校
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
。

一
般
質
問

【
質　

問
】

新
庁
舎
が
開
設
さ
れ
、
連

日
来
庁
す
る
方
々
が
見
ら
れ

る
。
今
後
さ
ら
に
、
親
し
み

を
持
ち
役
場
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
よ
う
、
庁
舎
を
中

心
と
し
た
周
辺
整
備
に
つ
い

【
質　

問
】

期
日
前
投
票
を
役
場
庁
舎

の
み
で
な
く
、
文
化
セ
ン

タ
ー
等
で
も
実
施
で
き
な
い

か
。

【
答
弁
（
総
務
課
長
）】

住
民
の
方
々
に
と
っ
て
利

便
性
が
向
上
す
る
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
投
票
で

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

【
答
弁
（
総
務
担
当
理
事
）】

役
場
庁
舎
を
住
民
の
皆
さ

ま
に
便
利
で
、
か
つ
交
流
の

場
と
し
て
活
用
頂
け
る
よ
う

ア
ク
セ
ス
道
路
や
防
災
公
園

き
る
よ
う
、
投
票
日
や
期
日

前
投
票
の
周
知
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も
周

知
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
答
弁
（
総
務
課
長
）】

ま
ず
は
投
票
に
行
く
事

で
感
染
し
な
い
、
感
染
さ
せ

な
い
な
ど
予
防
対
策
の
徹
底

が
一
番
の
課
題
と
な
る
。
広

報
紙
や
新
聞
折
り
込
み
等
を

活
用
し
有
権
者
に
周
知
を
図

る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
元
気
の
出
る
施
策
を

【
答
】ワ
ク
ワ
ク
す
る
取
り
組
み
へ
進
め
た
い

【
答
】コ
ロ
ナ
対
策
を
一
番
の
課
題
と
す
る

安
心
し
て
投
票
で
き
る
取
り
組
み
は

な
ど
の
整
備
を
進
め
た
い
。

ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な

役
割
を
担
え
る
よ
う
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
創
意
工
夫

し
て
事
業
を
実
施
し
、
足
を

運
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
考

え
る
。

【
質　

問
】

新
庁
舎
横
に
開
設
さ
れ
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も

予
約
制
で
は
あ
る
が
、
親
子

の
来
館
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
な
が
ら
、
広
場
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。旧
施
設「
ふ

な
と
」
の
よ
う
に
、
是
非
親

し
み
の
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
。

【
答
弁（
健
康
福
祉
担
当
理
事
）】

利
用
者
誰
も
が
、
よ
り
親

し
み
を
持
っ
て
利
用
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
愛
称
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
Ｉ
Ｔ
の

活
用
や
、
密
に
な
ら
な
い
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た

思
い
で
参
加
で
き
る
事
業
、

ワ
ク
ワ
ク
行
政
が
必
要
と
考

え
る
が
。

【
答
弁
（
町
長
）】

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
事
業
の
新
た
な
取

り
組
み
に
お
い
て
、「
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
時
代
に
対
応

し
た
展
開
を
進
め
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

議員

藤 本 英 樹
議員

山 内 実 貴 子

【
質　

問
】

休
校
要
請
に
よ

り
小
中
学
校
の
授

業
日
数
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い

る
。夏

休
み
の
短
縮

や
、
授
業
時
間
の

延
長
な
ど
で
対
応

し
て
い
る
が
今
後

の
対
策
は
。
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【
質　

問
】

本
町
は
自
然
が
き
れ
い
、

環
境
が
い
い
と
移
住
者
や
住

民
が
言
わ
れ
て
い
る
。い
ま
、

道
路
建
設
や
太
陽
光
パ
ネ
ル

【
質　

問
】

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
で
野
猿
の

詳
細
な
行
動
範
囲
を
把
握

し
、
情
報
を
住
民
に
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
進
捗

状
況
は
。

【
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）】

野
猿
の
行
動
把
握
に
つ
い

て
は
、
追
い
払
い
隊
、
モ
ン

キ
ー
ド
ッ
グ
、
町
職
員
と
の

情
報
共
有
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

が
目
立
ち
、
山
の
伐
採
で
良

さ
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。

今
年
の
５
月
以
来
、
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
近
く
で
太
陽
光
発

電
設
備
測
量
の
た
め
と
称
し

長山、サンビレッジ付近の伐採現場

年度ごとの実質単年度収支の推移 サルの位置情報をHP に

て
樹
木
伐
採
が
行
わ
れ
て
い

る
。
６
月
30
日
ま
で
の
伐
採

届
だ
っ
た
が
、
７
月
１
日
以

後
も
行
わ
れ
て
い
る
。
伐
採

届
の
変
更
届
は
出
さ
れ
た
の

か
。
そ
の
内
容
は
。

【
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）】

６
月
30
日
以
来
、
伐
採
届

状
況
報
告
書
の
届
け
出
を
行

う
よ
う
事
業
者
へ
の
指
導
を

行
っ
て
き
た
が
、
８
月
31
日

に
期
日
延
長
の
変
更
届
が
提

出
さ
れ
、
受
理
し
た
。

【
質　

問
】

２
カ
月
間
も
事
業
者
は
、

変
更
届
を
出
さ
な
い
で
、
伐

採
、
搬
出
を
行
っ
て
い
る
。

変
更
届
を
認
め
る
前
に
、
届

け
出
通
り
に
、
伐
採
面
積
や

土
砂
の
搬
入
が
さ
れ
て
い
る

の
か
調
査
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

【
答
弁（
建
設
事
業
担
当
理
事
）】

変
更
届
に
対
す
る
調
査

は
、
実
施
す
る
に
は
無
理
の

あ
る
点
も
あ
り
、
可
能
な
範

囲
で
対
応
し
て
い
く
。

【
質　

問
】

当
該
地
の
開
発
等
に
対
し

て
慎
重
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
条
例
違
反
行
為
が
確
認

さ
れ
た
際
は
厳
正
な
対
処

を
。

【
答
弁（
建
設
事
業
担
当
理
事
）】

関
係
法
令
等
違
反
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
当
該
関
係
法

令
等
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処

す
る
。

監
視
強
化
と
厳
正
な
対
処
を

【
答
】関
係
法
令
等
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処

【
答
】位
置
情
報
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
で
野
猿
の
情
報
提
供
を

一
般
質
問

で
行
っ
て
い
る
。
住
民
へ
の

情
報
提
供
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
考
え
て
い

る
。

【
質　

問
】

情
報
が
必
要
な
住
民
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
共
有
を
し
て
は
。

【
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）】

住
民
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
共
有
は
、
個
人
情
報
が
含

ま
れ
る
た
め
今
後
研
究
す
る
。

議員

馬 場 　 哉

一
般
質
問

【
質　

問
】

町
民
の
窓
４
月
号
に
財
政

指
標
が
掲
載
さ
れ
て
お
り

「
町
の
貯
金
が
減
り
、
借
金

が
増
え
て
い
る
の
は
、
次
世

代
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

基
盤
整
備（
未
来
へ
の
投
資
）

を
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
」

と
の
説
明
が
あ
る
が
、
不
測

の
事
態
に
備
え
る
財
政
調
整

基
金
を
、
未
来
へ
の
投
資
の

た
め
予
算
に
繰
り
入
れ
て
い

る
の
か
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

取
り
崩
し
は
、
移
住
・
定

住
・
教
育
環
境
の
充
実
、
観

光
推
進
な
ど
、「
未
来
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
実
施
し
た

部
分
も
あ
り
、
説
明
が
誤
っ

て
い
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。

【
質　

問
】

答
弁
の
施
策
で
、
２
億
円

以
上
も
取
り
崩
す
現
状
で
は

な
い
。
数
年
後
の
償
還
に
対

し
て
財
政
調
整
基
金
を
減
少

さ
せ
て
い
る
う
え
、
依
然
と

し
て
財
政
収
支
の
均
衡
が
と

れ
て
い
な
い
。
予
算
編
成
時

一
定
率
の
抑
制
が
必
要
で

は
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

事
務
事
業
評
価
等
を
活
用

し
、
見
直
し
や
統
合
を
行
っ

て
き
て
い
る
。
経
常
経
費
に

つ
い
て
も
、
予
算
編
成
方
針

財
政
状
況
を
説
明
す
べ
き
で
は

【
答
】て
い
ね
い
な
説
明
に
心
が
け
る

に
お
い
て
、
前
年
度
予
算
の

10
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
質　

問
】

目
標
を
定
め
て
も
、
結
果

が
出
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
新
規
事
業
は
徹

底
し
て
抑
え
、
事
業
の
見
直

し
を
先
行
し
、
あ
る
程
度
の

負
担
や
が
ま
ん
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
政
状

況
で
あ
る
こ
と
を
住
民
の
方

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

新
た
に
計
画
の
策
定
は
行

わ
ず
、
財
政
健
全
化
に
向
け

「
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」と「
行
政
改
革
大
綱
等
」

議員

山 本 　 精

で
の
継
続
的
な
推
進
を
考
え

て
い
る
。

【
質　

問
】

政
策
を
実
行
す
る
上
で
、

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
後
付
け
で
は
い
け

な
い
。
説
明
自
体
を
政
策
手

段
と
し
て
と
ら
え
る
流
れ
が

強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
施
策
を

変
え
る
こ
と
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
人
々
の
理
解
と
信

用
、
支
持
を
得
ら
れ
な
け
れ

ば
財
政
の
健
全
化
は
失
敗
に

終
わ
る
の
で
は
。

【
答
弁（
総
務
担
当
理
事
）】

財
政
収
支
が
ど
の
よ
う
で

あ
る
か
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。
今

後
も
、
て
い
ね
い
な
説
明
を

心
が
け
て
い
く
。

財政状況はホームページで見ることができる
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【
質　

問
】

隠
谷
地
域
へ
の
進
入
路
付

近
で
大
き
な
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、「
陸
の
孤
島
」

に
な
る
事
が
予
測
さ
れ
る
。

南
山
城
水
害
で
は
、
進
入

路
付
近
で
住
宅
が
流
さ
れ
る

被
害
が
発
生
し
た
と
聞
い
て

い
る
。
隠
谷
地
域
東
側
に
禅

定
寺
地
域
に
向
か
う
未
舗
装

の
道
が
あ
る
が
、
軽
自
動
車

が
通
行
で
き
る
か
ど
う
か
の

道
で
あ
る
た
め
整
備
が
必
要

で
は
。

【
答
弁（
建
設
事
業
担
当
理
事
）】

東
方
面
か
ら
の
町
道
は
、

未
舗
装
で
急
勾
配
・
狭

き
ょ
う
あ
い隘区

間
が
連
続
状
態
で
、
農
作
業

さ
れ
る
方
以
外
の
通
行
が
な

い
の
が
実
情
。
昨
今
頻
発
す

る
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持

【
質　

問
】

緑
苑
坂
が
開
発
さ
れ
て
約

20
年
。
公
共
下
水
道
の
接
続

が
完
了
し
、
汚
水
処
理
場
施

設
は
解
体
の
う
え
、
更
地
で

町
に
返
還
さ
れ
た
。
平
成
11

年
の
入
居
以
来
、
約
17
年
間

に
わ
た
り
住
民
総
出
で
樹
木

剪
定
な
ど
管
理
し
て
き
た
。

地
区
住
民
の
思
い
入
れ
も
大

き
く
関
心
も
高
い
。
跡
地
利

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
質　

問
】

改
正
教
職
員
給
与
特
別
措

置
法
が
成
立
し
た
。
今
回
の

特
措
法
で
、
所
定
労
働
時
間

外
の
在
校
等
、
時
間
の
上
限

を
月
42
時
間
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
維
孝
館
学
園
の
現
状

か
ら
変
形
労
働
時
間
制
の
導

入
へ
の
見
解
は
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

夏
季
休
業
中
の
ま
と
め
取

り
期
間
の
設
定
が
困
難
等
、

隠
谷
地
域
の
避
難
路
は

【
答
】計
画
的
な
整
備
は
重
要

【
答
】大
変
貴
重
な
町
の
財
産

【
答
】現
状
で
は
困
難

汚
水
処
理
場
跡
地
利
用
は

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
は

一
般
質
問

し
、
計
画
的
な
整
備
は
重
要

で
あ
る
。
町
内
道
路
整
備
の

優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
考

え
た
い
。

【
答
弁
（
総
務
担
当
理
事
）】

山
手
線
に
隣
接
す
る
町
有

地
と
し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

秘
め
た
大
変
貴
重
な
財
産
。

第
６
次
行
革
大
綱
等
で
は
健

全
な
財
政
運
営
と
し
て
、
公

共
施
設
の
利
活
用
方
策
の
検

討
を
行
い
、
遊
休
町
有
地
の

有
効
活
用
を
進
め
る
事
と
し

て
い
る
。
公
有
財
産
の
有
効

な
活
用
方
策
に
つ
い
て
庁
内

で
議
論
を
深
め
、
具
体
的
な

方
向
性
を
出
し
た
い
。

様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
か
な
い
と
変
形
労
働
制
の

趣
旨
で
あ
る
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
つ
な
が
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、様
々

な
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
子
ど
も
達
の
学
校
生

活
の
充
実
、
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ．モンキードッグを始められたきっ
かけは 

Ａ．７～８年前は、しいたけハウスにサルが頻
繁に来て、かなりの被害がありました。テ
レビで長野県のモンキードッグのことを見
たことがあり、コタローにもできるかと
思って、山手の方でリードをはずしてみた
らものすごい勢いでサルに向かって行き、
見事に追い払ってしまいました。ただ単に
それがおもしろく、「磨けば光る！」と思
いました。

Ｑ．コタローくんの紹介を

Ａ．2016 年 9 月 23 日生まれの 4 才。生後 1
か月半ぐらいで我が家にやって来ました。
オス、雑種、父親も兄弟も狩猟犬です。

Ｑ．今、どんな活動をされていますか

Ａ．サルの居場所を特定し、必要に応じて電動
ガンで追い払い、コタローが出動可能であ
れば出動させています。

Ｑ．サル対策に住民はどんな協力をす
ればいいですか

Ａ．まずサルを見たら役場に連絡する、ご近所
の皆さんと協力して追い払うなど、絶対に
見て見ぬふりをしないこと。畑に、できる
だけ侵入しにくい工夫をすること。
無収穫の果樹（栗や柿、ゆずなど）をでき
るだけ放置しないことなど、住民のみなさ
んの協力は欠かせません。

Ｑ．今後モンキードッグを展開するう
えで、どんな課題がありますか 

Ａ．サル対策はモンキードッグだけで解決でき
るものではなく、サルパトさん（追い払い
隊）の休みの日や時間外の対応をどうする
か、ホームページ等で町の持つ情報を住民
のみなさんにどう伝えるか、個体数の調整
など、総合的な対策が必要です。また、山
でリードをはずしてサルを追うので、地域
住民の方の理解が大切です。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

愛犬コタローくんとともに、獣害対策に取り組まれ
ている中辻政隆さんにインタビューしました。

中
な か

 辻
つ じ

　政
ま さ

 隆
た か

さん

議員

原 田 周 一

隠谷地域への進入路

更地になった汚水処理場跡地
コタローくんとタケちゃん



編
集
後
記

稲
刈
り
が
終
わ
り
、
山
も

少
し
色
付
き
始
め
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
ま
す
。

今
年
の
秋
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
三
社
祭
や
敬
老

会
、
町
民
体
育
大
会
等
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
方
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
運
動
会
も
生
徒
・
児
童

た
ち
だ
け
の
開
催
と
な
り
寂

し
い
感
が
あ
り
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
健
康
に
留
意

し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
号
が
現
メ
ン
バ
ー
で
の

最
終
発
行
で
す
。
次
号
よ
り

新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す

が
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

広
報
編
集
副
委
員
長　

山
本

次回議会の予定

詳しい予定はHPにて
お知らせします。

12月３日木開会日
〈12月定例会〉

発
行
●
宇
治
田
原
町
議
会

編
集
●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@town.ujitawara.lg.jp

今年修復された大宮神社の御神輿

ミニ運動会 楽しいね（子育て支援センター） 障害物競走（忍者）玉よ入れ！！（田原小学校）

京
都
府
綴
喜
郡
宇
治
田
原
町
立
川
坂
口
18-1（

〒
６
１
０‐０

２
８
９
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
７
４
）８
８‐２

２
５
０（
代
表
）（
０
７
７
４
）８
８‐６

６
４
１（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
７
４
）８
８‐６

６
１
７


